
＜情報提供＞ ランマーク皮下注120mg・プラリア皮下注60mgの有用性 第一三共（株）

＜開会の辞＞ 名古屋大学大学院医学系研究科 整形外科学 特命教授 西田 佳弘 先生

座長：名古屋大学医学部附属病院整形外科 講師 浦川 浩 先生
＜講演Ⅰ＞

「 Pazopanibにより約1年間の治療効果を得た胸壁放射線治療後肉腫の1例 」
愛知県がんセンター愛知病院 整形外科 藤戸 健雄 先生

＜講演Ⅱ＞

「 胸壁発生血管肉腫の再発例に対するゲムシタビンとドセタキセルの治療効果 」
愛知県がんセンター中央病院 整形外科 吉田 雅博 先生

＜講演Ⅲ＞

「 原発不明癌脊椎転移の1例 」
県立多治見病院 整形外科 医長 中島 浩敦 先生

座長：県立多治見病院 整形外科 医長 中島 浩敦 先生
＜講演Ⅰ＞

「 泌尿器癌の骨転移の治療 」
藤田保健衛生大学医学部 腎泌尿器外科学深谷 孝介 先生

＜講演Ⅱ＞

「 肺がんの診断と治療 」
県立多治見病院 呼吸器内視鏡科 部長 今井 直幸 先生

＜講演Ⅰ＞ 座長：名古屋大学大学院医学系研究科 リハビリテーション療法学専攻理学療法学講座

教授 杉浦 英志 先生

「 骨転移の診療戦略 」
順天堂大学 整形外科・リハビリテーション科・緩和ケアセンター 髙木 辰哉 先生

＜講演Ⅱ＞ 座長：名古屋大学大学院医学系研究科 整形外科学 特命教授 西田 佳弘 先生

「 骨・軟部腫瘍診療における要点と最近の話題 」
国立病院機構 大阪医療センター 整形外科 部長 上田 孝文 先生

＜閉会の辞＞ 県立多治見病院 整形外科 医長 中島 浩敦 先生

日時：平成28年11月5日（土）14:45~19:10
会場：名古屋ヒルトンホテル4階 「竹林の間」

〒460-0008 愛知県名古屋市中区栄１丁目３−３

15:00～16:00 症例検討

16:00～17:00 ショートレクチャー

17:10～19:10 教育研修講演

・会費として、医師：1,000円、医師以外のスタッフ：500円徴収させて頂きます。
・上記教育研修講演Ⅰ,Ⅱについて、日整会教育研修単位を申請予定です。
・日整会教育研修講座1単位につき1,000円が必要です。
・なお、当日はご参加頂いた確認のため、ご施設・ご芳名のご記帳をお願い申し上げます。ご記載頂きました
ご施設名・ご芳名は医薬品及び医学・薬学に関する情報提供の為に利用させて頂くことがございます。

・会終了後、情報交換会の場をご用意させて頂いております。

当番世話人：中島 浩敦 先生
共催：NPO法人鶴舞骨軟部腫瘍研究会・第一三共株式会社
後援：名古屋大学小児集中治療学寄附講座


